
❶
 目
標
を
持
っ
て
自
ら
学
び
、
考
え
、
行
動
し
、
自
分
磨
き
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒

❷
 様
々
な
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
新
し
い
も
の
や
考
え
を
創
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
生
徒

❸
 個
性
や
考
え
方
等
を
認
め
合
い
、
多
様
な
人
た
ち
と
協
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒

学
習
で
も
部
活
動
で
も
活
躍
す
る
高
志
中
学
生
。
一
人
ひ
と
り
が
夢
の
実
現
に
向
け
て
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

未
来
を
切
り
拓
き
新
し
い
時
代
を
築
く
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー（
革
新
者
）と
な
れ
る
生
徒

高
志
中
学
校
が
目
指
す
生
徒
像

高
志
中
学
校
の
教
育

学校案内2024
令和6年4月に高志中学校入学を希望する皆さんへ

併設型中高一貫教育校
福井県立高志中学校
福井県立高志高等学校

併設型中高一貫教育校
福井県立高志中学校
福井県立高志高等学校

［
 部
活
動
な
ど
 ］

高
志
中
学
校
の
教
育
目
標

高
志
中
学
校
の
教
育
目
標

教
育
目
標

教
育
の
特
徴

校
　
　
訓

克
己
　
 創
造
　
 敬
愛

❶
 地
域
社
会
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
高
い
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

❷
 ふ
る
さ
と
福
井
へ
の
深
い
知
識
と
大
き
な
誇
り
の
涵
養

❸
 世
界
に
通
用
す
る
語
学
力
と
国
際
感
覚
の
育
成

❶
 市
町
村
立
中
学
校
に
比
べ
、
3年
間
で
35
0時
間
多
い
授
業
時
間
数

❷
 中
・
高
6
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
の
編
成

❸
 自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
伝
え
る
力
を
育
成

❹
 「
読
む
」「
書
く
」「
聞
く
」「
話
す
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
め
る
英
語
教
育

❺
 ふ
る
さ
と
理
解
、
国
際
理
解
を
通
し
て
、
国
内
外
の
課
題
を
解
決
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成

❻
 中
高
一
貫
教
育
や
進
学
指
導
で
実
績
の
あ
る
教
員
に
よ
る
丁
寧
で
質
の
高
い
学
習
支
援

❼
 中
・
高
生
が
協
力
し
て
行
う
学
校
行
事
・
部
活
動
等
で
、
豊
か
な
社
会
性
や
主
体
性
を
育
成

準
２
級
以
上

(高
校
中
級
レ
ベ
ル
)
81
.０
％

２
級
以
上

(高
校
卒
業
レ
ベ
ル
)
35
.9
％

英
語
14

位
/5
25
校

総
合
21

位
/5
25
校

実
用
英
語
検
定

(令
和
4年
度
3年
生
)

学
力
推
移
調
査

※

(令
和
4年
度
3年
生
)

●
第
60
回
福
井
県
中
学
校
春
季
総
合
競
技
大
会
陸
上
競
技

　
中
学
共
通
男
子
11
0m
H
…
…
…
…
…
…
…
…
1
位

　
中
学
共
通
女
子
砲
丸
投
げ
…
…
…
…
…
…
…
1
位

　
中
学
共
通
男
子
10
0m

…
…
…
…
…
…
…
…
2
位

　
中
学
共
通
男
子
4×
10
0m
R
…
…
…
…
…
…
2
位

●
第
13
回
北
陸
三
県
中
学
生
弓
道
錬
成
大
会

　
個
人
 男
子
3年
生
・
女
子
1年
生
の
部
…
…
優
勝

●
第
46
回
福
井
県
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

　
U
14
シ
ン
グ
ル
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
位

　
U
14
ダ
ブ
ル
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
位

●
第
18
回
文
部
科
学
大
臣
杯
中
学
校
将
棋
 福
井
県
大
会

　
団
体
戦
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
位

●
第
28
回
マ
グ
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

…
…
…
最
優
秀
賞

(本
校
独
自
集
計
に
よ
る
推
計
値
)

※
(株
)ベ
ネ
ッ
セ
が
実
施
す
る
全
国
の
中
高
一
貫
校
が
参
加
す
る
テ
ス
ト

夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
続
け
る
高
志
中
学
生

夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
続
け
る
高
志
中
学
生 囲
碁
将
棋
部（
令
和
4年
文
部
科
学
大
臣
杯
福
井
県
大
会
 優
勝
）

陸
上
部



❶ 目標を持って自ら学び、考え、行動し、自分磨きをすることのできる生徒
❷ 様々な課題に立ち向かい、新しいものや考えを創り出すことのできる生徒
❸ 個性や考え方等を認め合い、多様な人たちと協力することのできる生徒

学習でも部活動でも活躍する高志中学生。一人ひとりが夢の実現に向けて成果をあげています。

未来を切り拓き新しい時代を築くイノベーター（革新者）となれる生徒
高志中学校が目指す生徒像

高志中学校の教育

学
校
案
内
2024

令
和
6年
4月
に
高
志
中
学
校
入
学
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校

福
井
県
立
高
志
中
学
校

福
井
県
立
高
志
高
等
学
校

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校

福
井
県
立
高
志
中
学
校

福
井
県
立
高
志
高
等
学
校

［ 部活動など ］

高志中学校の教育目標高志中学校の教育目標

教育目標

教育の特徴

校　　訓 克己　  創造　  敬愛
❶ 地域社会、国際社会のリーダーとなる高い学力と豊かな人間性の育成
❷ ふるさと福井への深い知識と大きな誇りの涵養
❸ 世界に通用する語学力と国際感覚の育成

❶ 市町村立中学校に比べ、3年間で350時間多い授業時間数
❷ 中・高6年間を通した教育課程の編成
❸ 自分の考えを論理的に伝える力を育成
❹ 「読む」「書く」「聞く」「話す」をバランスよく高める英語教育
❺ ふるさと理解、国際理解を通して、国内外の課題を解決する資質・能力を育成
❻ 中高一貫教育や進学指導で実績のある教員による丁寧で質の高い学習支援
❼ 中・高生が協力して行う学校行事・部活動等で、豊かな社会性や主体性を育成

準２級以上
(高校中級レベル) 81.０％
２級以上
(高校卒業レベル) 35.9％

英語 14位/525校
総合 21位/525校

実用英語検定
(令和4年度3年生)

学力推移調査※

(令和4年度3年生)

●第60回福井県中学校春季総合競技大会陸上競技
　中学共通男子110mH…………………… 1位
　中学共通女子砲丸投げ ………………… 1位
　中学共通男子100m …………………… 2位
　中学共通男子4×100mR ……………… 2位
●第13回北陸三県中学生弓道錬成大会
　個人 男子3年生・女子1年生の部 …… 優勝
●第46回福井県春季ジュニアテニス選手権
　U14シングルス…………………………… 1位
　U14ダブルス……………………………… 1位

●第18回文部科学大臣杯中学校将棋 福井県大会
　団体戦 ……………………………………… 1位
●第28回マグネットコンテスト ……… 最優秀賞

(本校独自集計による推計値)
※(株)ベネッセが実施する全国の中高一貫校が参加するテスト

夢に向かって前進し続ける高志中学生夢に向かって前進し続ける高志中学生

囲碁将棋部（令和4年文部科学大臣杯福井県大会 優勝）陸上部



英
表国語 社会 数学 理科 英語

270通りの夢を実現するための教育課程 学校生活
　週に2～3回7限目に授業を行い、数学、理科、英語を中心に通常の中学校課程に比べて3年間で350時間、
授業の時間を増やします。中学3年次には、高校の数学や理科の一部を履修するほか、「英語表現基礎」「論
文基礎」「高志学」など特色ある教科を独自に設定して総合的な学力を養います。高校では1年次は探究創造科、
2年次から人文創造科と理数創造科に分かれ、共通科目の他に志望や進路に応じた選択科目を履修します。

高志中学校は高志高校と同じ時程で50分授業を行います。中学校では7限が週2日、6限が週3日となります。
（3年次には週3日が7限となります。）

高志中学生は高校生と同じ校舎で学んでおり、高校生と合同で取り組む学校行事もあります。中学生にとっ
て高校生のパフォーマンスは大きな刺激です。

１週間で学ぶ教科と時間数

中学生の１日

おもな年間スケジュール（変更される可能性があります）

　高志高校は進学型単位制教育課程を導入しています。多様な選択肢の中から、自分の進路実現のために必要
な科目を選択することができます。特に高校3年次には、志望進路に応じて「選択科目群」の中から多様な選
択することが可能で、授業そのものが志望大学の合格に直結した内容になっています。

高志高校の魅力ある進学型単位制教育課程

高志中学校の特色ある授業

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

国語

時間

中1

中2

中3

社会 数学 理科 英
表

音
楽

音
楽

音
楽

論
基

美
術

道
徳

道
徳

学
活

学
活

道
徳
学
活

美
術

美
術
技
家

英
表国語 社会 数学 理科 英語

英語 技術
家庭

技術
家庭

高志学

高志学

高志学保健体育

保健体育

保健体育

赤枠：高志中学校の独自設定教科

高志中学校・高校が独自で作成した
古典教材

※他の中学校との授業時間数の比較 英表：英語表現基礎（外国人講師による授業）
論基：論文基礎（論文作成の基礎を学び、卒業論文を作成）

※毎週木曜日は清掃がありません。代わりに中高生の交流イベントや
生徒会の話し合いなどが行われることがあります。

一人１台のタブレットを使った授業

ALT（外国人講師）によるオールイングリッシュの授業

夏期課外講座（社会 ハザードマップをつくろう！）

中学生の自作自演によるミュージカル
（学校祭／フェニックスプラザ）

※赤字は中高合同の行事・活動

入学式、始業式、対面式、生徒大会　　　
「高志学」宿泊研修（１年）、定期考査①
ウェルカム卒業生　保護者部活動見学会
地区夏季総合競技大会
定期考査②、親子懇談会、夏期課外講座
学校祭
生徒会役員選挙、地区秋季新人大会
後期始業式、定期考査③、合唱コンクール
「高志学」シンガポール研修（3年）、職場体験（2年）
SSH講演会
高校部活動への仮入部（3年希望者）
入学者選抜適性検査、 冬期課外講座、定期考査④
親子懇談会
定期考査⑤
「高志学」東京研修（２年）、「高志学」学習発表会、
 高校を卒業する先輩と語る会、卒業式、終業式

7月
8月
9月
10月

1月
2月

3月

11月

12月

6月

　国　語 
授業の始めの10分間、日本や中国の代表的な古典作品を音読し、概要

に触れることにより、古典文法や文学史、古典常識など高校での学習へ
とスムーズにつながるようにします。また中学 3 年次には学校設定教科
「論文基礎」を学習し、探究学習の成果を8,000字の卒業論文にまとめます。

　理　科
高校と共用の5つの実験室には、20年続くSSH指定校ならではの高度

な実験・観察設備が整えられており、それらを利用した数多くの実験・
観察が可能です。また、研究（実験・観察）の進め方についての多様な
講座を行い科学的探究力を身につけます。普段の授業から発展的な内容
も取り扱うほか、中学3年次には、高校で学習する内容や科目の先取り学
習を行います。

　数　学
中高一貫校用テキストを使用することにより、効率的に学習を進めま

す。中学 3年次には、高校で学習する数学の先取り学習を行います。

　英　語
週3時間はALT（外国人講師）が授業に参加し、うち1時間はALTが単

独で行います。また、卒業時までに英語検定準2級相当レベルに全員が到
達することを目指します。

　社　会
地理・歴史・公民の各分野の授業で、学習課題を設定し、その解決に

向けて多様な資料を活用しながら、協働して学びを深めていきます。

1日のスケジュール

3年間で＋35時間 3年間で＋140時間 3年間で＋70時間 3年間で＋105時間

朝活動・朝の会…………… 8：05 ～ 8：25
１限目 ……………………… 8：30 ～ 9：20
２限目 ……………………… 9：30 ～ 10：20
３限目 ………………………10：30 ～ 11：20
４限目 ………………………11：30 ～ 12：20
昼食（給食） ………………12：20 ～ 13：00
清掃 …………………… 13：05 ～ 13：15
５限目 ………………………13：20 ～ 14：10
６限目 ………………………14：20 ～ 15：10
帰りの会 ……………………15：15 ～ 15：25
７限目 ………………………15：20 ～ 16：10
帰りの会 ……………………16：15 ～ 16：25
部活動終了 …………… 17：45
下校時間 ……………… 18：00

（　　　　　　　）

高志中学校・高校が
独自で作成した古典教材

理科の実験
（高校で学習する内容）先取り学習で使用する

数学の教科書や問題集

外国人講師による
英語の授業

4月
5月



英
表国語 社会 数学 理科 英語

270通りの夢を実現するための教育課程 学校生活
　週に2～3回7限目に授業を行い、数学、理科、英語を中心に通常の中学校課程に比べて3年間で350時間、
授業の時間を増やします。中学3年次には、高校の数学や理科の一部を履修するほか、「英語表現基礎」「論
文基礎」「高志学」など特色ある教科を独自に設定して総合的な学力を養います。高校では1年次は探究創造科、
2年次から人文創造科と理数創造科に分かれ、共通科目の他に志望や進路に応じた選択科目を履修します。

高志中学校は高志高校と同じ時程で50分授業を行います。中学校では7限が週2日、6限が週3日となります。
（3年次には週3日が7限となります。）

高志中学生は高校生と同じ校舎で学んでおり、高校生と合同で取り組む学校行事もあります。中学生にとっ
て高校生のパフォーマンスは大きな刺激です。

１週間で学ぶ教科と時間数

中学生の１日

おもな年間スケジュール（変更される可能性があります）

　高志高校は進学型単位制教育課程を導入しています。多様な選択肢の中から、自分の進路実現のために必要
な科目を選択することができます。特に高校3年次には、志望進路に応じて「選択科目群」の中から多様な選
択することが可能で、授業そのものが志望大学の合格に直結した内容になっています。

高志高校の魅力ある進学型単位制教育課程

高志中学校の特色ある授業
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英語 技術
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技術
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高志学

高志学

高志学保健体育

保健体育

保健体育

赤枠：高志中学校の独自設定教科

高志中学校・高校が独自で作成した
古典教材

※他の中学校との授業時間数の比較 英表：英語表現基礎（外国人講師による授業）
論基：論文基礎（論文作成の基礎を学び、卒業論文を作成）

※毎週木曜日は清掃がありません。代わりに中高生の交流イベントや
生徒会の話し合いなどが行われることがあります。

一人１台のタブレットを使った授業

ALT（外国人講師）によるオールイングリッシュの授業

夏期課外講座（社会 ハザードマップをつくろう！）

中学生の自作自演によるミュージカル
（学校祭／フェニックスプラザ）

※赤字は中高合同の行事・活動

入学式、始業式、対面式、生徒大会　　　
「高志学」宿泊研修（１年）、定期考査①
ウェルカム卒業生　保護者部活動見学会
地区夏季総合競技大会
定期考査②、親子懇談会、夏期課外講座
学校祭
生徒会役員選挙、地区秋季新人大会
後期始業式、定期考査③、合唱コンクール
「高志学」シンガポール研修（3年）、職場体験（2年）
SSH講演会
高校部活動への仮入部（3年希望者）
入学者選抜適性検査、 冬期課外講座、定期考査④
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社会に貢献するリーダーを目指して挑戦する高志高校生
高志高校は、文部科学省から第5期SSHおよびSGHネットワーク校の指定を受け、全国でも最先端の高校
教育を展開しています。
生徒は、進路希望に沿ったクラスで「高い志」を貫き、進路目標の実現に果敢に挑戦しています。

「未来を創造する探究力を備え科学技術イノベー
ションを担う人材の育成システム構築」を目指し、
大学・企業・研究機関等と連携した授業、北米やア
ジア等の国々で行う海外研修等を行っています。

「グローバルな視野で新しい分野に挑戦し、地域
社会にイノベーションを起こす人材の育成」を目指
し、大学・企業等と連携した授業、アジアやオース
トラリアでの海外研修等を行っています。

ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール） ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）

卒業後の進路

在校生の声

生徒が主体的に行う活動

令和4年度の卒業生の約90％が4年制大学に進学しました。生徒は将来の夢の実現に向けて、授業や家庭学
習はもちろんのこと、放課後は図書館や自習室での自主的な学習に取り組んでいます。

オーストラリアのスインバン大学での英語研修
ホームステイ先家族との対面

（令和元年度に実施した海外研修の様子）

自習室

アメリカのニュープロビデンス高校での
プレゼンテーション

（令和元年度に実施した海外研修の様子）

【県外の特別講師による授業】
開成や灘など、県外の中高一貫教育校や研究機関
の先生を特別講師として招いて、高校での学習につ
ながる内容を学び、好奇心を高めます。

現在、6つの運動部と4つの文化部を開設しています。
●運動部　男子バスケットボール、卓球（男女）、弓道

（男女）、剣道（男女）、硬式テニス（男女）、
陸上（男女）

●文化部　吹奏楽、サイエンス、弦楽、囲碁・将棋
※開設部活動については変更する場合があります。

独自の授業 部活動

筑波大学附属駒場中学校・高等学校の先生による
「波の性質とその活用」の授業

新入生を迎える交流会（令和５年４月） 第１２回全国中学生英語ディベート大会
（オンラインで開催）

弓道部 サイエンス部

部活動
高志高校には31の部活動があります。限られた時間の
中で自主性と集中力を持って取り組み、大会・コンクー
ル等では日頃の活動の成果を大いに発揮しています。

令和4年度部活動等実績
●弓道部［春季高校総合体育大会］
　　　　　男子団体 優勝　全国総合体育大会出場
　　　　　女子個人 北信越総体出場
●アーチェリー部［春季総合体育大会］
　　　　　男子団体　 優勝　全国総合体育大会出場
　　　　　女子団体 北信越総体出場
　　　　　女子個人 全国総合体育大会出場
●男子ハンドボール部 北信越総体出場
●男子テニス部 北信越総体出場
●陸上部　男子800m、男子1500m、男子400mH、
　　　　　男子八種競技、男子1600mR、女子200m　10名
 北信越総体出場
●男子ソフトテニス部　個人 北信越総体出場
●剣道部　個人 北信越総体出場
●柔　道　個人 北信越総体出場
●美術部　第46回全国高等学校総合文化祭美術・工芸部門出場
●文芸漫画研究部
　　　　　第46回全国高等学校総合文化祭文芸部門詩の部出場
●囲　碁　団体　個人 全国高校囲碁選手権大会出場
　　　　　個人　第46回全国高等学校総合文化祭囲碁部門出場

令和5年度大学入試の結果（大学別合格者数）
（　）内は人数

国公立大学
東北（ 3）　東京（ 7）　名古屋（ 1）　京都（ 7）　大阪（ 7）　神戸（ 4）　九州（ 1）
富山大（ 8）　金沢（19）　福井（30）　福井県立（ 9）　その他の国公立大（70）　

私立大学
慶応（ 6）　早稲田（13）　上智大（ 5）　中央大（ 3）　東京理科（ 8）　明治大（ 9）
同志社大（33）  立命館大（45）  関西大（18）  関西学院（16）  その他の私立大（265）

生徒一人ひとりの「個性」が入り混じってい
るのが、高志中の魅力だと私は思います。高志
中には様々な個性を持つ生徒が各地から集まっ
ています。そのため、私は入学当初、周りの友

人と自分を比較し、「自分には武器となる個性は無いのでは」
と悩んでいました。しかし、先生に、「君は積極性があって
いいね。」と言われ、自分に自信が持てるようになりました。
それから積極性を生かして立候補し、生徒会長に選んでいた
だきました。みなさんも自分自身の個性を探しに、そして磨
きに高志中学校に来ませんか。

道場 虎太郎さん（3年／生徒会長／あわら市芦原小出身）
私は、出会いが多いことが高志中学校の最大の

魅力だと思います。様々な地域から集まる個性豊
かなクラスメイトはもちろん、全力で勉強や部活に
励む高校生の先輩方の姿を身近に感じられること

はとても刺激になります。また、リレー講座や高志学研修では、
社会の様々な分野で活躍する方々から興味深い話やアドバイス
をいただく機会もあります。私自身、学生の身で起業した方と接
し、たくさんの刺激を受けました。人との出会いは視野を広げ、
あらゆることに関心を持ち自分を変えてくれます。皆さんも高志
中学校で多くの人と出会い、自分を変えていきませんか。

前田　柑南さん（3年／永平寺町松岡小出身）

学年や学級に関係なくコミュニケーションを取
れることが高志中の最大の魅力だと思います。学
校祭や校外研修では、学級や学年を超えて協力
する機会が数多くあります。その中で、共通のテー

マについて話し合い、一緒に課題に取り組むことによって、
仲間をつくっていくことができると思います。私は入学当時、
ほとんど知っている人がいないクラスメイトと話せるかとて
も心配でしたが、みんなが声をかけてくれて、今では親友も
つくることができました。みなさんも、このような素晴らしい
仲間たちとともに充実した学校生活を送ってみませんか。

高　　添翼さん（２年／福井市松本小出身）
私が高志中学校に入学して良かったと思うこ
とは主に２つあります。個性豊かな仲間がたく
さんいることと、優しい先輩方や先生方がいる
ことです。自分一人では得ることができなかっ

た、様々な角度からの気づきや刺激を、日々の学校生活の中
で得ることができ、常々楽しく思っています。そして、困っ
ていることがあったらすぐに助けてくださる先輩方がいま
す。また、個性豊かな先生方の面白い授業を受けることがで
きます。皆さん、高志中学校で一緒に、目一杯充実した楽し
い学校生活を送りませんか？

田中　凛汐さん（１年／敦賀市松原小出身）

生徒会が学年を越えて交流を図る行事を企画します。　　　　さまざまなコンクールに自主的に参加します。
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リーダーとしての「高い志」を育てる「高志学」 Q & A
「高志学」とは……

宿泊して行う研修

ふるさとに対する誇りとグローバルな視野を持って新しい分野にチャレンジし、社会を変革していこうと
するリーダーを育成するために、高志中学校・高志高等学校が独自に設定した6年間の学習プログラムです。
「ふるさと学習プログラム」「キャリア教育プログラム」「課題探究プログラム」を3つの柱としています。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、シンガポール研修はＲ2～4年度は実施していません。

嶺南地域の様々な施設を訪問、見学、
体験することにより、自然、歴史、文化、
産業について学びます。

東京で「ふるさと福井」を発信すると
ともに、新しい角度から福井について学
びます。また、大学や企業・研究施設
等を訪問し、「日本の今」を体感します。

英語を使って現地の学生と交流しま
す。また、現地の日本企業などを訪問し、
国際社会で活躍するのに必要なグロー
バルマインドセットを学びます。

シンガポール研修（3年）東京研修（2年）嶺南宿泊研修（1年）

令和5年度の選抜検査は次のように行われました。
［適性検査］
●文章を読んで論点をまとめる力を見る。
●図形や数などに関して論理的に考える力を見る。
●資料やデータ等から自然や社会の現象を考える
力を見る。

［面　　接］
●コミュニケーション能力や学びに向かう姿勢を
見る。
※令和6年度選抜の詳細については、9月に福井
県教育委員会から発表される募集要項をご覧く
ださい。

〒910-0854  福井市御幸2丁目25-8
TEL：0776-24-5175　E-mail：info@koshi-h.ed.jp
http://www.koshi-h.ed.jp/
●JR福井駅・えちぜん鉄道福井駅から徒歩約10分
●すまいるバス（東ルート）「高志高校前」下車すぐ
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表紙画／上嶋　恵実（3年B組）

学校への問い合わせ・アクセス

福井県立高志中学校
福井県立高志高等学校

■出 願 受 付　11月中旬
■適 性 検 査　令和5年12月16日（土）
■面　　　接　　　　  12月17日（日）
■合 格 発 表　　　　  12月25日（月）
■入学予定者登校日　令和6年2月中旬
　※詳しい日程はホームページ等でお知らせします

■募集定員　９月発表の募集要項をご覧ください。
■出願資格　
　令和6年3月に小学校またはこれに準ずる学校を
卒業する見込みの者で、次のいずれかに該当する
者とします。
ア 志願者および保護者が県内に居住する者
　（入学までに県内に居住する見込みの者を含む。）
イ 福井県教育委員会教育長が特別に出願を許可
　 した者

日　程 選抜検査の概要

募集・志願資格など

福井県年縞博物館訪問 伝統工芸（越前和紙）の「技」を体感

高校に進学する時に入学試験はありますか?
高志中高は、中高一貫教育校ですので、入学試験はありません。

高校生と交流する機会はありますか?
学校祭や新入生の対面式などの行事を合同で行っています。高志中を卒業した高志高生を招き、学習面や生活面の
アドバイスを受ける意見交換会もあります。また、高校と合同で活動している部活動もあります。

授業数が多く、中学３年で先取り学習もあります。授業についていけますか?
学習への興味関心や自ら学ぶ意欲を持ち続けていれば、特に心配はありません。学習面のサポートを求める生徒に
は、教員がしっかり支援します。 

高校生と一緒だと活躍の場が限られるのではないですか?
「高志学」の発表会や学校祭のステージ発表など、高志中学生が活躍する場はたくさんあります。高校生と一緒に活
動することで、中学生は大いに刺激を受け、多くのことを学んでいます。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

県内の博物館訪問
福井の自然、歴史、産業、文化、人
物、食などについて調査、取材

県内の伝統工芸士訪問
県内のさまざまな伝統工芸の
「技」を体感

地域と連携した企業の働き方を聴講 ラジオ放送について学習

シンガポール国立大学附属数理学校と交流
（令和4年、11月来校した様子）

福井の魅力や課題を学習ふるさと学習プログラムふるさと学習プログラム

福井の産業や働くことについて学習キャリア教育プログラムキャリア教育プログラム

将来の福井に関する提案など、個人の研究テーマの成果を発表課題研究プログラム課題研究プログラム

県内企業人等による講話
福井の産業の歴史や優れた点、県
内企業で働くことの魅力を確認

インターンシップ
職場体験を通して「企業と海外の
つながり」「優れた技」を実感

論文作成で使用するノートと完成した論文集

世界への発信
海外の高校生と世界の課題につい
て意見交換

産業界・行政等への提案
課題研究した内容を活かして「福
井の未来のためにできること」に
ついて論文を作成

入 学 者 選 抜



リーダーとしての「高い志」を育てる「高志学」 Q & A
「高志学」とは……

宿泊して行う研修

ふるさとに対する誇りとグローバルな視野を持って新しい分野にチャレンジし、社会を変革していこうと
するリーダーを育成するために、高志中学校・高志高等学校が独自に設定した6年間の学習プログラムです。
「ふるさと学習プログラム」「キャリア教育プログラム」「課題探究プログラム」を3つの柱としています。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、シンガポール研修はＲ2～4年度は実施していません。

嶺南地域の様々な施設を訪問、見学、
体験することにより、自然、歴史、文化、
産業について学びます。

東京で「ふるさと福井」を発信すると
ともに、新しい角度から福井について学
びます。また、大学や企業・研究施設
等を訪問し、「日本の今」を体感します。

英語を使って現地の学生と交流しま
す。また、現地の日本企業などを訪問し、
国際社会で活躍するのに必要なグロー
バルマインドセットを学びます。

シンガポール研修（3年）東京研修（2年）嶺南宿泊研修（1年）

令和5年度の選抜検査は次のように行われました。
［適性検査］
●文章を読んで論点をまとめる力を見る。
●図形や数などに関して論理的に考える力を見る。
●資料やデータ等から自然や社会の現象を考える
力を見る。

［面　　接］
●コミュニケーション能力や学びに向かう姿勢を
見る。
※令和6年度選抜の詳細については、9月に福井
県教育委員会から発表される募集要項をご覧く
ださい。

〒910-0854  福井市御幸2丁目25-8
TEL：0776-24-5175　E-mail：info@koshi-h.ed.jp
http://www.koshi-h.ed.jp/
●JR福井駅・えちぜん鉄道福井駅から徒歩約10分
●すまいるバス（東ルート）「高志高校前」下車すぐ

えちぜん鉄道福井駅

アオッサ

荒　川

御幸保育園

県立こども
歴史文化館

高志中学校
高志高等学校

旭
小

日之出小 交
番

Ｊ
Ｒ
福
井
駅

東大通り

さくら通り

板
垣
橋
通
り

福井県庁

合同庁舎

表紙画／上嶋　恵実（3年B組）

学校への問い合わせ・アクセス

福井県立高志中学校
福井県立高志高等学校

■出 願 受 付　11月中旬
■適 性 検 査　令和5年12月16日（土）
■面　　　接　　　　  12月17日（日）
■合 格 発 表　　　　  12月25日（月）
■入学予定者登校日　令和6年2月中旬
　※詳しい日程はホームページ等でお知らせします

■募集定員　９月発表の募集要項をご覧ください。
■出願資格　
　令和6年3月に小学校またはこれに準ずる学校を
卒業する見込みの者で、次のいずれかに該当する
者とします。
ア 志願者および保護者が県内に居住する者
　（入学までに県内に居住する見込みの者を含む。）
イ 福井県教育委員会教育長が特別に出願を許可
　 した者

日　程 選抜検査の概要

募集・志願資格など

福井県年縞博物館訪問 伝統工芸（越前和紙）の「技」を体感

高校に進学する時に入学試験はありますか?
高志中高は、中高一貫教育校ですので、入学試験はありません。

高校生と交流する機会はありますか?
学校祭や新入生の対面式などの行事を合同で行っています。高志中を卒業した高志高生を招き、学習面や生活面の
アドバイスを受ける意見交換会もあります。また、高校と合同で活動している部活動もあります。

授業数が多く、中学３年で先取り学習もあります。授業についていけますか?
学習への興味関心や自ら学ぶ意欲を持ち続けていれば、特に心配はありません。学習面のサポートを求める生徒に
は、教員がしっかり支援します。 

高校生と一緒だと活躍の場が限られるのではないですか?
「高志学」の発表会や学校祭のステージ発表など、高志中学生が活躍する場はたくさんあります。高校生と一緒に活
動することで、中学生は大いに刺激を受け、多くのことを学んでいます。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

県内の博物館訪問
福井の自然、歴史、産業、文化、人
物、食などについて調査、取材

県内の伝統工芸士訪問
県内のさまざまな伝統工芸の
「技」を体感

地域と連携した企業の働き方を聴講 ラジオ放送について学習

シンガポール国立大学附属数理学校と交流
（令和4年、11月来校した様子）

福井の魅力や課題を学習ふるさと学習プログラムふるさと学習プログラム

福井の産業や働くことについて学習キャリア教育プログラムキャリア教育プログラム

将来の福井に関する提案など、個人の研究テーマの成果を発表課題研究プログラム課題研究プログラム

県内企業人等による講話
福井の産業の歴史や優れた点、県
内企業で働くことの魅力を確認

インターンシップ
職場体験を通して「企業と海外の
つながり」「優れた技」を実感

論文作成で使用するノートと完成した論文集

世界への発信
海外の高校生と世界の課題につい
て意見交換

産業界・行政等への提案
課題研究した内容を活かして「福
井の未来のためにできること」に
ついて論文を作成

入 学 者 選 抜


